
○第一次では、「オリパラカードを作って西土佐小学校の 1・2年生に紹介する」というゴールを示す。まず､教材文を読んで､感じたことや調べてみ

たいことを交流する。オリンピックやパラリンピックについて知ったことやこれから調べたい項目を交流することでこれからの学習の必要感を高め
ていく。 

○第二次では、「１・２年生にオリンピック・パラリンピックについて知ってもらう」という目的意識を持って、教材文を読んでいく。教材文を、そ

れぞれの話題ごとに大事な言葉や文をつなげて、要約しながら読んでいく。大事な言葉かどうか吟味する際には目的に合わせて①大事な言葉が入っ

ているか②削れる言葉はないか③分かりやすい（簡単な）言葉にできないかを意識して、吟味していく。そして､上記の３点について読み取りながら､

他者に共感したり､合意形成を図ろうとしながら自分の意見も発信したりすることの大切さを考える。 

○第三次では、１・２年生に調べたことを紹介し、学習を振り返る。単元を通して身に付いた力を振り返り、生活で生かせそうな場面を考えること

で学習したことに有用感を持たせる。また単元を通して並行読書に触れることで複数の情報から大事な情報だけを抜き取ったり、調べたいことを考
えたりさせる 

 

小学校第３学年 国語科学習指導案 
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指導者 長山 直史 

 

１ 単元名 「オリンピック・パラリンピックって何だろう？分かりやすく１・２年生に伝えよう」（全１２時間） 

  学習材 「パラリンピックが目指すもの」（東京書籍３年） 

 

２ 単元について 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元目標  

 

 

 

 

４ 単元の評価 

 

５ 研究主題との関連 

自ら学び、かかわり合い、自分の思いを表現できる児童の育成 

～言語活動の工夫と情報活用の充実を目指して～ 
研究主題に迫るために、「オリンピック・パラリンピックって何だろう？分かりやすく１・２年生に伝えよう」という言
語活動を設定した。3 年生が主体的に低学年の立場に立って考えさせることで､学習への必要感を高める。目的意識を常
に確認することで、自分から情報を得たり、友だちにとって分かりやすい文章になっているかどうか話し合ったりする姿
を目指す。 

 

６ 単元計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・必要な語句などの書き留め方、
出典の示し方、辞書や事典の使い
方を理解して使っている。 

【知識・技能（２）イ】 

・「読むこと」において、目的を意識して、中心となる語

や文を見付けて要約している。  【思・判・表Ｃ(１)

ウ】 

 

 

・より良い言葉を選んで、中心となる語や文

を見付けて要約したり、進んで事典や図鑑な

どから情報を得たり説明したりしようとして

いる。              【主】 

 

○1・2年生に分かりやすい言葉や文を選び、要約した文章を使ってオリ
ンピック・パラリンピックについて説明することができる。 

○図書資料などを使用し、まとめた文章に正しく出典を示すことができ
る。 

 

 

○特別活動での話し合いや日常会話において、大事な言葉を使って簡
潔に話したり、要点に気を付けて聞いたりすることができる。 

○総合的な学習の時間や社会の時間で学んだことを、新聞にまとめる

時に必要な言葉や情報を吟味できる。 

目的に合った中心となる語や文に着目し、要約する。要約する文章が適切

か（引用する文が適切か、分かりやすい言葉に変えられないか言葉を補え

ないか）を吟味する。 

この単元で働かせたい見方･考え方 

○目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約する力                      【思・判・表Ｃ（１）ウ】 
○必要な語句などの書き留め方、出典の示し方、辞書や事典の使い方を理解して使う力           【知識・技能（２）イ】 

〇言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、自分の思いや考えを伝え合おうとする力 

【学びに向かう力、人間性等】 

育てたい資質能力 

「パラリンピックが目指すもの」（東京書籍 ３年） 

 本教材は､パラリンピックの概要や理念について説

明し具体的な２つの競技を紹介している。種目につい

てや、大切にしている考えや目指すものと言った複数

の話題で構成されているため､話題ごとに大事な文や

言葉を見付けて要約するのに適している教材文と言

える。体育科とも関連付けることで興味や関心を持っ

て取り組むことができるだろう。児童自身も意見を持

ちやすい題材にもなっている。 

教材の価値 
「Ｃ読むこと」の言語活動例 
「ウ 学校図書館などを利用し、事典や図鑑などから情報を得て、分か
ったことなどをまとめて説明する活動」 

 

本単元で取り入れた言語活動 
〇オリンピック・パラリンピックって何だろう？１・２年生
に伝えよう。 

・自分の要約した文が適切かどうか吟味し、簡潔で分かりやすい説明を
する文章に要約する。 

・学習したことを１・２年生に伝えるという目的意識を持ったり相手に
分かりやすい言葉を使っているかどうかを意識させたりすることで、
学習に対する必要感を持つことができる。 

言語活動 

学習後に期待する児童の姿 

他教科や今後の生活との期待できるつながり 

○目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができる。                    【思・判・表Ｃ(１)ウ】 
○必要な語句などの書き留め方、出典の示し方、辞書や事典の使い方を理解して使うことができる。        【知識・技能（２）イ】 

〇言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、自分の思いや考えを伝え合おうとすることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 

言
語
活
動
：
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
っ
て
何
だ
ろ
う
？
１
・
２
年
生
に
伝
え
よ
う
。 

○本学級の児童は、１学期に同系統の単元として「自然のかくし絵」で学習をしている。重要な言葉や文に注意して読み、段落の内容

を捉える学習を行ってきているが本単元での要約の学習では、形式段落ごとに内容を捉えられることが前提となる。前単元では問いと

答えの関係に着目して読むことはできていたものの、合わせて､形式段落の内容を短い言葉でまとめられた児童は少なく､文の中の大事

な言葉を捉えることに弱さが見られた。  

○５月末に行った標準学力調査の説明文の問題では、問いに対するキーワードを探して書き抜く問題の正答率が５０％だった。内容や、

段落のまとまりを把握できていない児童が一部おり、内容的なつながりを考えたり、問いの答えを予想したりと文章を基に考えること

に苦手意識が感じられる。 

児童観 

指導観 

単元末に期待する姿 

次 時 〇学習内容 ・学習活動 
評価規準 

評価規準（評価方法） 

１ １ ○知りたいこと疑問に思ったことを出し合い、自分の調べる課題を持つ 

・様々な資料を読み、調べてみたいことを考える。 

・読んでみての感想を交流する。 

 

２ 

○学習の目標や言語活動の内容について理解する。 

・教材文を読み､感想を書く。 

・言語活動のモデルを知り､学習をする上で身に付けたい力や､必要だと感じ

た学習について話し合う。 

２ ３
・
４
（
本
時
）

５ ○それぞれの段落の大事な語や文を見付けて要約し、適切かどうか話し合

う。 

・要約の仕方をおさえる 

・段落ごとの大事な言葉を捉える。 

・段落の内容を短い言葉で書き、それぞれの文章について意見交流する。 

・読むことにおいて、目的を意識して、

中心となる語や文を見付けて要約してい

る。（ノート・発言）      

        【思・判・表Ｃ(１)ウ】 

 

 
・必要な語句などの書き留め方、出典の示
し方、辞書や事典の使い方を理解して使っ
ている。 

（行動観察・ノート） 

【知識・技能（２）イ】 

６ ○オリンピック・パラリンピックについて１・２年生に伝えたいことを考え

調べるテーマを考える。 

・もっと知りたいことや、伝えたいことを発表する。 

・話し合いから詳しく調べることを決める。 

７
・
８ 

○本や資料から知りたいことを見付け情報を集める。 

・自分の知りたい事が書かれているページに付箋を貼ったり、メモを取った

りして情報を集める。 

・分かったことや考えたことをメモする。 

９
・
１
０ 

○書き留めた語や文を整理しながら、オリパラカードに大事な文を落とさな

いように要約文を書く。 

・大事な言葉や文を選び、言葉を補ったり書き換えたりしながら短い文章に

まとめる。 

・大事な言葉かどうか、語句と語句のつながりなどに気を付けて意見交換す

る。 

３ １
１ 

○オリンピック・パラリンピックについて１・２年生に発表する。 

・オリパラカードを基に１・２年生にオリンピック・パラリンピックがどん

なものなのかを伝える。 

・より良い言葉を選んで、中心となる語や

文を見付けて要約したり、進んで事典や図

鑑などから情報を得たり説明したりしよう

としている。          【主】 
１
２ 

○オリパラカードを紹介し、学習を振り返る。 

・自分がその部分を読んで、分かりやすいと思ったか②友だちがそれを読ん

で理解できるかを意識して振り返る。 

・生活の中で活かせそうな場面を考える。 

 



 

７ 本時の目標 

  ◎それぞれの要約文が適切かどうか観点ごとに話し合い、要約文を再考することができる。 

 

８ 本時の展開（４／１２時間） 

 主な学習活動 

・主な児童の反応 

□発問・指示・切り返し  ◆評価規準（評価方法） 

☆支援を要する児童への手立て ○その他の働きかけ 

導
入
（
４
分
） 

１ 目的を確認する。 

・「１・２年生にオリンピック・パラリンピックに

ついて紹介する」です。 

 

２．本時の学習内容を確認する。 

・それぞれの要約文が適切かどうか話し合います。 

 

□「単元のゴールは何ですか。」 

○予習で自分なりに要約した文章を書いてくる。 

 

 

□「今日はどのようなことを考えますか。」 

○単元計画を確認する。 

展
開
（
３
６
分
） 

３ 本時のめあてと本時のゴールのイメージを共

有する。【全体】（４分） 

 

 

 

 

 

 

４ 要約のポイントに沿って交流をし､聞いた意見

をもとに自分の考えを広げる。 

交流（１５分） 

・競技の説明が長くなっているから、短い言葉に

したらいいと思う。 

・１・２年生には難しい言葉があるから簡単な言

葉に変えたらいいと思う。 

 

５ 話し合いから得た要約文の課題を全体で交流

する。（１０分） 

 ・視覚障害者という言葉は難しいので、目の不自

由な方という言葉に変えたらいいということ

が分かりました。 

 ・ボッチャの競技の説明が長くなっていたので、

目標球に近い方が勝ちという言葉を残して、他

の言葉は削ることにしました。 

 

６ 交流で得た意見を基に、再度、要約文を書く。 

  （７分） 

 

 

 

 

 

□「ポイントに沿って要約文を読み、言葉が適切かどうかアドバ

イスを交流しましょう。」 

○交流の観点を示す。 

もっと短く分かりやすい要約文にできないか話し合う。 

 

 

 

 

 

○必要に応じて資料に戻らせる。 

○まず同じグループの友だちから意見をもらい、その後別のグル

ープからも意見をもらう。 

○まずは一通り意見を出させる。 

 

○他の文章でも汎用的に使える技術とするために､児童の挙げる

例を一般化していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振
り
返
り
（
５
分
） 

７ 変容を振り返る。（５分） 

・話し合う前は分かりにくい言葉も使っていたけ

ど、相手のことを考えたときに、分かりやすい言

葉に入れ替えることが大切だと感じた。 

 

 

  

 

 

 

○話し合いから考えたことや､友だちとの交流で広がったり深ま

ったりしたことについて書かせる。 

 

 

 

 

９ 評価規準 

   B 伝えたいことに合わせて大事な言葉をとらえ、受けた意見に対して自分の考えを持って要約している。 

（ノート・発言） 

・ボッチャは自分の持つ赤や青のボールを投げたり転がしたりして「ジャックボール」（目標球）という白色

のボールにできるだけ近づけて得点を競い合います。相手のボールをはじくことができるので、冬のオリン

ピックのカーリングに似ています。 

 

   A 伝えたいことに合わせて大事な言葉など複数の観点から自分の課題をとらえ、受けた意見を基に要約文を書いている。 

（ノート・発言） 

・ボッチャは自分の持つ赤や青のボールを投げたり転がしたりして「ジャックボール」という白色のボールに

できるだけ近づけた方の勝ちです。 

 

 

 

 

 

１０ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

ポイントにそって要約文が一・二年生にとって分かりやすいかどうか考えよう。 
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ボ
ー
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も
で
き
ま
す
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ポ
イ
ン
ト 

① 

大
事
な
言
葉
が
入
っ
て
い
る
か 

② 

削
れ
る
言
葉
は
な
い
か 

③ 

分
か
り
や
す
い
（
簡
単
な
）
言
葉
に
で
き
な
い
か 

 

め
あ
て 

ポ
イ
ン
ト
に
そ
っ
て
、
よ
う
や
く
文
が
一
・
二
年
生
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
か

ど
う
か
考
え
よ
う
。 

 

振
り
返
り 

・
友
だ
ち
の
話
し
合
い
か
ら
、
自
分
の
要
約
文
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。 

大
事
な
言
葉 

・大事な言葉が入っているか 

・削れる言葉はないか 

・分かりやすい（簡単な）言葉にできないか 

け
ず
る 

【思・判・表Ｃ(１)ウ】 

ノート・観察 

・自分なりに要約文が書けているか確認 

・友だちの意見を参考に再考し、要約文を短く

分かりやすい文章にできているか確認。 

         

 

 

 


